
学生ボランティア岩手･大槌に派遣

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
1
1
日
で
４
年
半
を
迎
え
る
。
岡

山
経
済
同
友
会
は
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山

市
）
の
仲
介
に
よ
り
、
今
夏
も
８
以
Ｔ
2
4
日
に
県
内
の
大
学

生
ら
に
よ
る
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
岩
手
県
大
槌
町
へ

派
遣
し
た
。
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
５
回
目
の
今
回
で
い
っ
た
ん

終
了
と
な
る
。
こ
の
聞
、
町
は
何
か
変
わ
り
、
何
か
変
わ
っ
て

い
な
い
の
か
Ｉ
。
同
行
取
材
で
見
た
現
地
の
″
今
″
を
報
告
す

る
。
（
水
野
雅
文
）

　
「
こ
こ
に
町
が
あ
っ
た
な
ん
て

信
じ
ら
れ
な
い
。
以
前
の
風
景
を

思
う
と
復
興
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
」
。

大
槌
町
中
心
部
を
一
望
で
き
る
城

山
公
園
。
就
実
大
２
年
の
大
岩
賢

一
郎
さ
ん
（
2
0
）
は
眼
下
の
風
景
に

言
葉
を
失
っ
た
。

　
が
れ
き
は
庁
付
い
て
い
る
も
の

の
、
一
面
ほ
ぼ
更
地
の
状
態
。
新

た
な
町
の
土
台
を
造
る
た
め
、
土

地
の
か
さ
上
げ
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　
同
町
は
震
災
で
高
さ
約
1
4
封
の
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城
山
公
園
か
ら
見
下
ろ
し
た
大
槌
町
中
心

部
。
今
な
お
更
地
が
広
が
る

津
波
に
襲
わ
れ
、
死
者
・
行
方

不
間
者
が
１
２
０
０
人
を
超
え

た
。
今
な
お
町
人
口
の
約
３
割

に
当
た
る
３
４
０
０
人
ほ
ど
が

仮
設
住
宅
で
生
活
し
て
い
る
。

　
生
存
者
の
使
命
感

　
現
地
入
り
２
日
目
の
2
3
目
、

同
町
吉
里
吉
里
地
区
の
海
岸
清

掃
で
は
打
ち
寄
せ
た
ご
み
の
中

　
町
を
走
っ
て
い
た
道
路
の
一

部
だ
ろ
う
か
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
塊
が
至
る
所
に
埋
ま
っ
て
い

た
。
廃
家
電
、
食
器
、
さ
び
た

車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
…

平
穏
な
生
活
が
一
瞬
で
流
し

去
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え

た
。
　
川
崎
医
療
福
祉
大
１
年
の
中

本
千
晴
さ
ん
（
1
8
）
は
「
建
設
業

の
人
手
不
足
で
復
興
が
鈍
っ
て

い
る
と
聞
く
。
発
生
か
ら
４
年

以
上
た
っ
て
も
、
震
災
の
跡
は

こ
ん
な
に
残
っ
て
い
る
の
に
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

　
前
日
夜
に
は
、
宿
舎
で
2
0
代

の
被
災
者
３
人
か
ら
震
災
の
様

子
を
聞
い
た
。

カ
キ
の
水
揚
げ
作
業
を
手
伝
う
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

言
葉
に
復
興
へ
の
力
を
感
じ
た

被災者の力強さも海岸清掃や水揚げ作業
　
「
あ
ち
こ
ち
の
倒
壊
し
た
家
屋

の
そ
ば
で
助
け
を
求
め
る
声
が
聞

こ
え
た
。
私
た
ち
の
経
験
を
無
駄

に
し
な
い
で
、
普
段
か
ら
災
害
の

際
に
生
き
延
び
る
方
法
を
考
え
て

ほ
し
い
」

　
渡
辺
賢
也
さ
ん
（
2
8
）
の
話
に

は
、
生
き
残
っ
た
者
と
し
て
の
使

命
感
を
感
じ
た
。

　
　
　
確
実
に
進
む

　
被
災
者
の
力
強
さ
も
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
2
2
日
に
訪
れ
た

同
町
安
渡
地
区
の
漁
港
。
震
災
で

船
や
作
業
小
屋
は
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
、
新
お
お
つ
も
漁
協
は
組

合
員
が
約
８
６
０
人
か
ら
３
０
０

人
に
激
減
し
た
が
、
懸
命
に
立
ち

上
が
っ
て
い
た
。

　
養
殖
カ
キ
や
ホ
タ
テ
の
水
揚
げ

作
業
を
手
伝
っ
た
学
生
2
5
人
は
、

殼
に
付
着
し
た
貝
や
海
草
を
取
り

除
き
、
重
さ
に
よ
っ
て
分
別
し
た
。

作
業
に
慣
れ
る
に
つ
れ
、
組
合
員

と
も
打
ち
解
け
た
。

　
環
太
平
洋
大
３
年
の
越
智
亜
斗

夢
さ
ん
（
2
0
）
は
「
組
合
の
人
の
『
立

ち
止
ま
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
』
と

い
う
言
葉
が
印
象
的
だ
っ
た
。
少

し
ず
っ
で
も
確
実
に
復
興
は
進
ん

で
い
く
と
感
じ
た
」
と
話
し
た
。

　
５
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
学
生
は
延
べ
１
９
２
人
。
同

友
会
は
今
後
、
不
定
期
で
の
派
遣

も
検
討
す
る
と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
全
て
に
同
行
し
た
黒

住
京
道
団
長
（
岡
山
経
済
同
友
会

教
育
問
題
副
委
員
長
）
は
「
学
生

た
ち
が
被
災
地
で
で
き
る
こ
と
は

わ
ず
か
だ
っ
た
が
、
得
ら
れ
た
学

び
や
刺
激
は
大
き
か
っ
た
。
災
害

が
あ
れ
ば
、
経
験
を
生
か
し
て
周

囲
を
導
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と

期
待
し
た
。

もなる。学んだことを岡山

で広めるのもボランティア

の役目」。被災地を心に焼

き付け、震災を忘れないこ

とが何より大切なのだと気

付かされた。

　▽…「家族や友人と災害

が起きたときの行動を話し

合おう」「風化を防ぐため、

被災地の情報を発信する活

動はできないか」｡帰りのバ

スの中、意見を交わす学生

たちを心強く感じた。５回

に及んだ同友会のボランテ

ィア派遣は一区切りとなる

が、被災地への思いはつな

いでいきたい。（水野雅文）

被
災
地
へ
の
思
い
つ
な
ぐ

　▽…４年半を経た

被災地を見て、学生

ボランティアたちは

多くのことを感じ取

ったことだろう。自

分たちに何かできる

囲
詮

か、悩みが深まったかもし

れない。岡山大４年の金城

奈々恵さん（23）は「被災地

とどう向き合うべきか考え

たい」と話していたが、答

えは見つかっただろうか。

　▼…一つのヒントを与え

てくれたのは、被災体験を

話してくれた渡辺さんだっ

た。「私たちが重ねた失敗

や苦労は、皆さんの見本に
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